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【目的】 
フリースローシュートはバスケットボール競技で、

唯一相手選手に邪魔をされることなく放つことので

きるシュートである。現状ではトップレベルの選手

(プロ選手)でさえも 100 パーセントの確率で決める

ことは容易ではない。練習時に決めることは簡単だ

が、試合となると緊張やプレッシャーでいつも通り

にシュートが打てなくなる。このように、緊張やプ

レッシャーが原因でいつも通りの動作が行えないと

いうことも考えられる。そこで身体のどの部分に違

いがあるのかという疑問を感じた。常に同じシュー

トフォームでシュートを行うことができれば100パ

ーセント成功するのではないかと考えた。緊張やプ

レッシャーでいつも通りにシュートが打てないので

あれば、成功時と失敗時で身体のどの部分に大きな

違いが出ているのかを知りたくて本研究を行った。 
本研究では、フリースロー動作の 3 次元動作解析

に基づき、3 名の被験者を対象として身体動作の特

徴に関する分析を行った。 
 

【方法】 
ビデオ映像上における身体各部の関節位置を特定

するため、被験者の左右の肩、肘、手首、手の甲、

大転子、膝、足首、足先、および頭頂の計 17 点に

反射マーカーを装着した。ビデオ撮影は 4 台のビデ

オカメラ(CASIO 社製、EX-FH25)を用い、被験者

の左右に 2 台ずつ設置した。撮影時のフレームレー

トは毎秒 30 コマとし、画像の解像度は 1280×720
ピクセルである。 
被験者にはフリースロー・ラインの手前から 100

本の試技を行ってもらい、その中から成功試技と失

敗試技 10 回分を分析対象とした。フリースローシ

ュートの映像切り出しは、シュート動作に入る時点

を始点とし、シュート後の手首が返った時点を終点

とした。切り出したフリースロー動作の 10 試技分

の映像データをデジタイズし各身体部位の変位、速

度、関節角度、関節角速度を用いて分析した。成功・

失敗の識別に寄与する各動作特徴を分析、比較する

ため、動作特徴の成分毎に、級内分散に対する級間

分散の比で定義される分散比を求めた。 
 
 

【結果】 
シュートの成功・失敗の識別に寄与する各動作特

徴を分析、比較すると、player1 は利き手、利き腕、

player2、player3 は、シュート動作開始から中間地

点は大転子や膝、中間から後半は利き手、利き腕に

特徴があり、試技の成功と失敗を分ける重要な特徴

になっているといえる。また、シュートの成功・失

敗の識別率は、変位+関節角度の場合は 86.67%の識

別率となり、変位+角度+速度+関節角速度 93.33%の

識別率となった。 
【考察】 
本研究ではフリースローの動作分析を行い、フリー

スローの成功試技・失敗試技が動作データによって

どの程度識別できるか、また、身体部位のどのよう

な動作特徴が識別に寄与するかを明らかにする実験

を行った。 
 実験結果は、利き手、利き腕の動作特徴が、フリ

ースローシュートにおいて最も重要な部位であるこ

とがわかった。しかし、分散比の上位 6 つの多くが

大転子や膝の下肢に動作特徴や成功試技と失敗試技

の違いがでた。よって、シュート動作で重要な部位

は利き手、利き腕となったが、動作の過程では大転

子から下の部位が重要ということもいる。これは、

シュートが下肢から上肢へ力を連動させる働きがあ

るからである。また、動作特徴を用いた試技の成功・

失敗の識別でも、下肢の部位をみただけで成功か失

敗かを識別できているので、下肢の部位も少なから

ず大切なポイントではある。 
今後は、動きながら行うシュートのどの部位に特

徴がでるかを 3 次元動作解析し、シュートをより成

功 に 導 く こ と が で き る か が 課 題 で あ る 。
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